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１．平成１９年度の全国共同利用システム利用申請と利用期限について 

  今年度は、全国共同利用システムの利用申請及び利用期限について，下記のとおりとなりますの

で知らせします。 

 
 １）利用負担金の最終請求時期 ： 平成２０年 ２ 月２９日（金）締め 
※今年度の基本負担金、追加負担金の徴収は、２月末日終了です。３月にシステムの使用を予

定している方は、利用可能額（残額）を確認し、前もって追加負担金の申し込みをしてくだ

さい。            
   ファイル料金についても、同様です。 
    科学研究費・産学連携等研究費等の利用者は、支払い計画を早めに立てるようご注意くださ   
    い。 
 ２）利用申請の期限 ： 平成２０年 ２ 月２９日（金）  
※今年度内にシステム利用を予定されている方は早めに手続きをしてください。 

    最終請求締め切りが２月末日のため，システム利用に係る申請・追加の手続きも２月末の締

め切りとなっています（変更・取消は３月２１日まで受け付けます）ので、早めに計画を立

て、期限までに手続きしてください。 
    （２月末日までに申請・追加申込みが出来なかった場合は、３月でも受付けますが、４月（新

年度）請求となりますのでご承知ください。） 
 ３）利用期限 ： 本年度の最終運用日（平成２０年３月サービス終了日） 
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２．平成２０年度の全国共同利用システム利用申請受付について 
 平成２０年度への継続及び新規・追加の受付期間は，下表のとおりです。 

申請種別 受  付  期  間 

平成２０年度 

へ の 継 続

平成２０年２月 １ 日（金）から 

平成２０年３月２１日（金）まで 

平成２０年度

新規・追加 
平成２０年２月 １ 日（金）から 

 
〔申請方法〕 
１）継続について 
平成１９年度の各利用者（科学研究費及び産学連携等研究費による利用のものを除く）の支払責

任者あてに，平成２０年１月下旬にあらかじめ今年度の情報が出力してある継続利用申請書を送付

しますので，各項目を確認（変更があれば朱書きで修正）のうえ，できる限り早く申請を行ってく

ださい。 
２）新規・追加について 
  平成２０年２月１日（金）から受付を開始します。また，申請後に，変更・取消等が生じた場合

は，随時受け付けます。 
 
３．追加負担金次年度持ち越しサービスの利用について 

 今年度の追加負担金を平成２０年１月～３月の間に申し込まれた場合、申請された追加負担金につ

いては、その年度末時点の使用可能額残高がある場合に、次年度の追加負担金持ち越し（積み増し）

サービスが利用できます。このサービスを受けられる場合は、計算機利用の継続期間中（２月１日～

３月２１日）に申し込みをしてください。 
   追加負担金持ち越しサービス利用の対象 
          平成１９年度用として平成２０年１月４日～平成２０年３月２１日登録分 
   追加負担金持ち越しサービス利用申込期間 
          平成２０年２月 1日 ～ 平成２０年３月２１日 
     
 
４． 年末年始の計算サービスについて（再掲） 

・スーパーコンピュータ(hpc) 

平常どおり運用します。 

１月７日（月）7:00 ～ 15:00 定期保守を行います。 

・メールサーバ(nucc) 

平常どおり運用します。 

・端末室内の機器 

端末室内の機器の利用は，１２月２８日（金）から１月４日（金）まで休止    

します。 
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５．ＩＴ相談コーナーの休止について（再掲） 

 １２月２５日（火）～１月１１日（金）まで、ＩＴ相談コーナーは休みますのでご了承ください。

なお、緊急相談はホームページのＩＴ相談室を活用ください。 
 

６．汎用データ可視化ソフトウエアＡＶＳのレベルアップについて（再掲） 

 汎用データ可視化ソフトウエアAVSが、12月 3日（月）より、AVS Express7.2にバージョンアップ

します。このバージョンでは、次の機能が拡張されています。 

・ ノード値による半透明表示モジュールのサポート 

・ ソフトウエア球を作成するモジュールのサポート 

・ Vis5Dデータ読み込みモジュールのサポート 

・ FORTRAN Unformatted データ読み込みモジュールのサポート 

・ Fieldデータ出力モジュールのサポート 

詳しくは、次のURLを参照してください。 

http://www.kgt.co.jp/viz/express/vup_info/ 
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